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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　飲食物を収容するよう構成され、主成分として粘土、石英または長石を含み、その構成

成分として、遠赤外線放射に有効とされる酸化物として、酸化鉄、酸化コバルト、酸化銅

、酸化ニッケル、酸化マンガンおよび酸化クロムのうちの少なくとも１種以上を、１５～

２０質量％含有している（ただし、トリウムおよびウランのうち少なくとも１種を含有す

るものを除く）ことを特徴とする陶磁器製容器。

【請求項２】

　飲食物を収容するよう構成され、主成分として粘土、石英または長石を含み、その構成

成分として、遠赤外線放射に有効とされる酸化物として、酸化鉄を、１０～２０質量％含

有している（ただし、トリウムおよびウランのうち少なくとも１種を含有するものを除く

）ことを特徴とする陶磁器製容器。

【請求項３】

　飲食物を収容するよう構成され、主成分として粘土、石英または長石を含み、その構成

成分として、遠赤外線放射に有効とされる酸化物として、酸化チタン、酸化亜鉛および酸

化アンチモンのうちの少なくとも１種以上を、５～４０質量％含有している（ただし、ト

リウムおよびウランのうち少なくとも１種を含有するものを除く）ことを特徴とする陶磁

器製容器。

【発明の詳細な説明】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 粘 土 、 石 英 、 長 石 な ど を 主 成 分 と す る 陶 磁 器 製 容 器 に 、 遠 赤 外 線 放 射 に 有 効

と さ れ る 酸 化 物 と し て 、 遷 移 金 属 酸 化 物 や 白 色 系 酸 化 物 、 有 色 化 の た め の 希 土 類 酸 化 物 を

含 有 さ せ 、 そ の 容 器 に 収 容 さ れ た 飲 料 や 、 醤 油 等 の 調 味 料 等 の 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御

す る 為 の 効 果 的 な 陶 磁 器 製 容 器 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 日 本 酒 や ワ イ ン の 味 は 、 器 の 素 材 、 形 状 、 厚 み な ど に よ っ て 変 わ る と い わ れ て い る 。 例

え ば 、 酒 器 に は 、 陶 磁 器 、 ガ ラ ス 、 木 、 金 属 な ど の 素 材 が あ り 、 そ れ ぞ れ の 味 わ い が あ る

。 日 本 酒 に お い て も 、 陶 磁 器 製 の 酒 器 で 口 径 が 小 さ い と す っ き り し た 印 象 と な り 、 逆 に 口

径 が 広 い と 濃 厚 に 感 じ る と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 我 が 国 の 伝 統 あ る 陶 器 で は 、 例 え ば 、 備 前 焼 な ど に お い て 、 「 花 が 長 持 ち す る 」 、 「 飲

み 物 が ま ろ や か に な る 」 等 の 効 果 が あ る と 言 わ れ 、 そ れ は 遠 赤 外 線 効 果 が も た ら す も の だ

と さ れ て い る 。 こ の よ う な 遠 赤 外 線 効 果 の 具 体 例 と し て 、 遠 赤 外 線 セ ラ ミ ッ ク ス と 放 射 線

源 材 料 と し て の モ ナ ザ イ ト と の 混 合 物 は 、 遠 赤 外 線 の 非 熱 利 用 に よ る １ ） 藻 の 発 生 、 ２ ）

植 物 の 生 育 促 進 、 ３ ） 水 道 水 や ２ 時 間 風 呂 水 の 水 質 変 化 に 有 効 で あ る と さ れ て い る （ 例 え

ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 当 時 、 水 の 構 造 に 及 ぼ す 遠 赤 外 線 効 果 の 科 学 的 解 析 に は 、 Ｎ Ｍ Ｒ （ 核 磁 気 共 鳴 吸 収 ） ス

ペ ク ト ル が 用 い ら れ 、 遠 赤 外 線 セ ラ ミ ッ ク ス と 接 触 さ せ た 水 が ま ろ や か に な る の は 、 水 の

「 分 子 集 団 （ ク ラ ス タ ー ） 」 が 細 分 化 さ れ て 細 か く な る こ と に 起 因 す る と さ れ て い た （ 例

え ば 、 非 特 許 文 献 １ 乃 至 ３ 参 照 ） 。 し か し 、 こ の 17O-nmrの 線 幅 の 測 定 は 、 Ｐ Ｈ ７ 付 近 の

Ｐ Ｈ の 変 化 を 測 定 し て い る こ と が 明 ら か に さ れ た た め （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ４ ま た は ５ 参

照 ） 、 水 に 対 す る 遠 赤 外 線 の 効 果 は 未 だ に 不 明 で あ る 。 ま た 、 水 の 構 造 解 析 に は 、 Ｘ 線 ・

中 性 子 回 折 、 ラ マ ン ・ 赤 外 分 光 法 等 が あ る が 、 未 だ に 水 の 構 造 の 解 析 に は 至 っ て い な い 。

従 っ て 、 陶 磁 器 製 容 器 が 、 水 、 日 本 酒 、 ワ イ ン 等 の 液 体 成 分 に あ る 影 響 を お よ ぼ す 可 能 性

が あ る こ と は 推 定 さ れ る が 、 未 だ に 明 ら か と な っ て い な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ ０ ８ ２ ９ ２ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 松 下 和 弘 、 「 食 品 を Ｎ Ｍ Ｒ で み る － 分 子 レ ベ ル で と ら え た 「 味 」 の 違 い

」 、 現 代 化 学 、 1989、 pp.62-67

【 非 特 許 文 献 ２ 】 松 下 和 弘 、 「 水 の 状 態 評 価 と 味 覚 ・ 熟 成 度 の 解 明 」 、 食 品 と 開 発 、 1989

、 p.82-85

【 非 特 許 文 献 ３ 】 日 本 電 子 （ 株 ） 　 分 析 機 器 技 術 本 部 Ｎ Ｍ Ｒ グ ル ー プ 、 「 水 の 味 と 17Onmr

の 信 号 幅 と の 関 連 性 に つ い て 」 、 日 本 電 子 ニ ュ ー ス 、 1990、 vol.31、 pp.14-16

【 非 特 許 文 献 ４ 】 上 平 恒 、 「 水 の 分 子 工 学 」 、 講 談 社 、 1998、

【 非 特 許 文 献 ５ 】 天 羽 優 子 、 「 水 商 売 ウ オ ッ チ ン グ LIVE !」 、 物 性 研 究 、 2001、 Vol.75、

No.5、 pp.644-683

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ワ イ ン や 日 本 酒 を 楽 し む 陶 磁 器 製 の 容 器 と し て 、 陶 磁 器 の 厚 さ ・ 形 状 、 釉 薬 等 に つ い て

、 様 々 な 官 能 的 試 験 は さ れ た と し て も 、 香 り が 時 間 的 に ど の よ う に 変 化 す る か 等 の 科 学 的
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解 析 は 不 十 分 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 陶 磁 器 製 容 器 の 成 分 が 、 そ の 容 器 に 収 容 さ れ た 飲 料 等 の 液 体 構 成

成 分 の 蒸 発 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 明 ら か に し 、 陶 磁 器 製 容 器 成 分 の 変 化 に よ り 、 容 器 に 収

容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る こ と が で き る 陶 磁 器 製 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的

と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 者 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す べ く 種 々 検 討 の 結 果 、 遠 赤 外 線 効 果 が あ る と さ れ て い

る 酸 化 物 、 例 え ば 、 遷 移 金 属 酸 化 物 （ 酸 化 鉄 、 酸 化 マ ン ガ ン 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、 酸

化 ニ ッ ケ ル 、 酸 化 ク ロ ム 等 ） や 白 色 系 酸 化 物 （ 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム

、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 酸 化 ス ズ 、 酸 化 ア ン チ モ ン 等 ） 、 有 色 化 の た め の 希 土 類 酸 化 物 （ ネ

オ ジ ム 酸 化 物 、 セ リ ウ ム 酸 化 物 、 サ マ リ ウ ム 酸 化 物 等 ） に 着 目 し 、 粘 土 、 石 英 、 長 石 な ど

を 主 成 分 と す る 陶 磁 器 へ の 添 加 量 を 変 化 さ せ る こ と で 、 日 本 酒 等 の 液 体 成 分 の 蒸 発 を 制 御

で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 想 到 し た 。 更 に 、 陶 磁 器 へ の 遠 赤 外 線 効 果 の あ る 酸 化 物 の

添 加 量 を 増 加 す る こ と に よ り 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 が 促 進 さ れ る 効 果 が あ る こ と も 発

見 し た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 に 関 す る 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方

法 は 、 主 成 分 と し て 粘 土 、 石 英 ま た は 長 石 を 含 む 陶 磁 器 製 容 器 に 、 そ の 構 成 成 分 と し て 、

遠 赤 外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 を 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ

れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 関 す る 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 は 、 前 記

遠 赤 外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 と し て 、 酸 化 鉄 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、 酸 化 ニ ッ ケ

ル 、 酸 化 マ ン ガ ン お よ び 酸 化 ク ロ ム の う ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有

さ せ て も よ く 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 酸 化 ス ズ

お よ び 酸 化 ア ン チ モ ン の う ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 さ せ て も よ い

。 さ ら に 有 色 化 の た め の 、 ネ オ ジ ム 酸 化 物 、 セ リ ウ ム 酸 化 物 お よ び サ マ リ ウ ム 酸 化 物 の う

ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 さ せ て も よ い 。 ま た 、 遷 移 金 属 酸 化 物 、

白 色 系 酸 化 物 、 お よ び 、 有 色 化 の た め の 希 土 類 酸 化 物 の う ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 ５

～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 関 す る 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 は 、 前 記

遠 赤 外 線 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 の 添 加 量 を 段 階 的 に 変 化 さ せ た 複 数 の 陶 磁 器 製 容 器 を 準 備

す る こ と に よ り 、 各 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ る 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 量 を 段 階 的 に 制 御 し て

も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 １ の 本 発 明 に 係 る 陶 磁 器 製 容 器 は 、 飲 食 物 を 収 容 す る よ う 構 成 さ れ 、 主 成 分 と し て 粘

土 、 石 英 ま た は 長 石 を 含 み 、 そ の 構 成 成 分 と し て 、 遠 赤 外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 と

し て 、 酸 化 鉄 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、 酸 化 ニ ッ ケ ル 、 酸 化 マ ン ガ ン お よ び 酸 化 ク ロ ム の

う ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 １ ５ ～ ２ ０ 質 量 ％ 含 有 し て い る （ た だ し 、 ト リ ウ ム お よ び

ウ ラ ン の う ち 少 な く と も １ 種 を 含 有 す る も の を 除 く ） こ と を 特 徴 と す る 。

　 第 ２ の 本 発 明 に 係 る 陶 磁 器 製 容 器 は 、 飲 食 物 を 収 容 す る よ う 構 成 さ れ 、 主 成 分 と し て 粘

土 、 石 英 ま た は 長 石 を 含 み 、 そ の 構 成 成 分 と し て 、 遠 赤 外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 と

し て 、 酸 化 鉄 を 、 １ ０ ～ ２ ０ 質 量 ％ 含 有 し て い る （ た だ し 、 ト リ ウ ム お よ び ウ ラ ン の う ち
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少 な く と も １ 種 を 含 有 す る も の を 除 く ） こ と を 特 徴 と す る 。

　 第 ３ の 本 発 明 に 係 る 陶 磁 器 製 容 器 は 、 飲 食 物 を 収 容 す る よ う 構 成 さ れ 、 主 成 分 と し て 粘

土 、 石 英 ま た は 長 石 を 含 み 、 そ の 構 成 成 分 と し て 、 遠 赤 外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 と

し て 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 お よ び 酸 化 ア ン チ モ ン の う ち の 少 な く と も １ 種 以 上 を 、 ５ ～

４ ０ 質 量 ％ 含 有 し て い る （ た だ し 、 ト リ ウ ム お よ び ウ ラ ン の う ち 少 な く と も １ 種 を 含 有 す

る も の を 除 く ） こ と を 特 徴 と す る 。

　 本 発 明 に 関 す る 陶 磁 器 製 容 器 は 、 本 発 明 に 関 す る 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成

分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 で 使 用 さ れ る 前 記 陶 磁 器 製 容 器 で あ っ て 、 飲 食 物 を 収 容 す る よ う

構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 粘 土 、 石 英 、 長 石 な ど を 主 成 分 と す る 陶 磁 器 に 、 酸 化 鉄 、 酸 化 マ ン ガ

ン 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、 酸 化 ニ ッ ケ ル 、 酸 化 ク ロ ム 等 の 遠 赤 外 線 放 射 に 効 果 の あ る と

さ れ て い る 遷 移 金 属 酸 化 物 や 、 有 色 化 の た め の ネ オ ジ ム 酸 化 物 、 セ リ ウ ム 酸 化 物 、 サ マ リ

ウ ム 酸 化 物 等 の 希 土 類 酸 化 物 を 添 加 し て 、 陶 磁 器 製 容 器 の 成 分 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、

容 器 に 収 容 さ れ た 日 本 酒 等 の 液 体 の 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る こ と が で き る 陶 磁 器 製 容 器

を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る

方 法 に お い て 、 蒸 発 量 の 測 定 試 験 の 、 陶 磁 器 製 容 器 に い れ た 試 料 か ら の ガ ス 採 取 方 法 を 示

す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る

方 法 に お い て 、 ラ ッ プ し て ５ 分 間 置 い た 後 の 蒸 発 量 の 測 定 試 験 の 、 無 添 加 陶 器 （ 陶 器 ） 、

酸 化 物 を 添 加 し た 陶 器 （ Ａ １ ０ ， Ａ ２ ０ ， Ｃ １ ５ ， Ｄ １ ５ ） で の 、 分 子 量 １ ～ ５ ０ の ガ ス

総 重 量 （ イ オ ン 電 流 ／ ア ル ゴ ン 電 流 ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る

方 法 に お い て 、 ラ ッ プ し て ５ 分 間 置 い た 後 の 蒸 発 量 の 測 定 試 験 の 、 無 添 加 陶 器 （ 陶 器 ） 、

酸 化 物 を 添 加 し た 陶 器 （ Ａ １ ０ ， Ａ ２ ０ ， Ｃ １ ５ ， Ｄ １ ５ ） で の 、 分 子 量 ５ １ ～ １ ０ ０ の

ガ ス 総 重 量 （ イ オ ン 電 流 ／ ア ル ゴ ン 電 流 ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ２ の 分 子 量 １ ～ ５ ０ の ガ ス 総 重 量 か ら 空 気 量 を 差 し 引 い た 陶 器 製 容 器 の 香 り 量

を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ３ の 分 子 量 ５ １ ～ １ ０ ０ の ガ ス 総 重 量 か ら 空 気 量 を 差 し 引 い た 陶 器 製 容 器 の 香

り 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ２ お よ び 図 ３ と 同 様 に し て 求 め ら れ た 分 子 量 １ ０ １ ～ １ ５ ０ の ガ ス 総 重 量 か ら

、 空 気 量 を 差 し 引 い た 陶 器 製 容 器 の 香 り 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る

方 法 に お い て 、 ラ ッ プ し て ２ ０ 分 間 置 い た 後 の 蒸 発 量 の 測 定 試 験 の 、 無 添 加 陶 器 （ 陶 器 ）

、 酸 化 物 を 添 加 し た 陶 器 （ Ａ １ ０ ， Ａ ２ ０ ， Ｃ １ ５ ， Ｄ １ ５ ） で の 、 分 子 量 ５ １ ～ １ ０ ０

の ガ ス 総 重 量 か ら 空 気 量 を 差 し 引 い た 陶 器 製 容 器 の 香 り 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る

方 法 に お い て 、 ラ ッ プ し て ２ ０ 分 間 置 い た 後 の 蒸 発 量 の 測 定 試 験 の 、 無 添 加 陶 器 （ 陶 器 ）

、 酸 化 物 を 添 加 し た 陶 器 （ Ａ １ ０ ， Ａ ２ ０ ， Ｃ １ ５ ， Ｄ １ ５ ） で の 、 分 子 量 １ ０ １ ～ １ ５

０ の ガ ス 総 重 量 か ら 空 気 量 を 差 し 引 い た 陶 器 製 容 器 の 香 り 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 実 施 例 等 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 は
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、 主 成 分 と し て 粘 土 、 石 英 ま た は 長 石 を 含 む 陶 磁 器 製 容 器 に 、 そ の 構 成 成 分 と し て 、 遠 赤

外 線 放 射 に 有 効 と さ れ る 酸 化 物 を 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た

液 体 構 成 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 一 般 に 広 く 市 販 さ れ て い る 陶 磁 器 製 容 器 に つ い て 、 ワ イ ン グ ラ ス や 酒 器 の よ う に 容 器 の

形 を 変 え て 、 飲 料 の 風 味 を 変 え る 試 み は あ る が 、 陶 磁 器 原 料 に 遠 赤 外 線 効 果 の あ る 酸 化 物

を ５ 質 量 ％ 以 上 含 有 さ せ る こ と で 、 液 体 成 分 の 蒸 発 を 制 御 可 能 な 陶 磁 器 製 容 器 と す る 試 み

は な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 遠 赤 外 線 に 効 果 の あ る 酸 化 物 と し て 、 陶 器 の 特 性 で あ る 有 色 （ 可 視 光 を 吸 収 す る ） を 維

持 す る た め に 、 有 色 の 遷 移 金 属 酸 化 物 （ 酸 化 鉄 、 酸 化 マ ン ガ ン 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、

酸 化 ニ ッ ケ ル 、 酸 化 ク ロ ム 等 ） が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 遠 赤 外 線 に 効 果 の あ る 酸 化 物 と し て 、 磁 器 の 特 色 で あ る 白 色 を 維 持 す る た め に 、 白 色 な

酸 化 物 と し て 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 酸 化 ス ズ

、 酸 化 ア ン チ モ ン 等 が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 遠 赤 外 線 に 効 果 の あ る 酸 化 物 と し て 、 磁 器 の 特 性 で あ る 白 色 で あ る こ と を 保 持 す る た め

に 、 白 色 酸 化 物 と し て 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、

酸 化 ス ズ 、 酸 化 ア ン チ モ ン 等 を 主 と す る こ と が 望 ま し い 。 陶 器 の 有 色 化 の た め に は 、 遷 移

金 属 酸 化 物 （ 酸 化 鉄 、 酸 化 マ ン ガ ン 、 酸 化 コ バ ル ト 、 酸 化 銅 、 酸 化 ニ ッ ケ ル 、 酸 化 ク ロ ム

等 ） や 希 土 類 酸 化 物 （ セ リ ウ ム 酸 化 物 、 ネ オ ジ ム 酸 化 物 、 サ マ リ ウ ム 酸 化 物 等 ） を 含 有 さ

せ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 遠 赤 外 線 の 非 熱 利 用 に よ る １ ） 藻 の 発 生 、 ２ ） 植 物 の 生 育

促 進 、 ３ ） 水 道 水 や ２ ４ 時 間 風 呂 水 の 水 質 変 化 に 有 効 で あ る と い う 現 象 は 知 ら れ て い る も

の の 、 陶 磁 器 原 料 に 遠 赤 外 線 に 有 効 な 酸 化 物 を 含 有 さ せ 、 含 有 量 の 変 化 と 共 に 、 陶 磁 器 容

器 に 収 容 さ れ た 液 体 成 分 の 蒸 発 を 段 階 的 に 制 御 す る 方 法 の 具 体 例 を 開 示 す る も の は な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 陶 磁 器 原 料 に 遠 赤 外 線 に 有 効 な 酸 化 物 を 含 有 さ せ 、 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 成 分

の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 と し て 、 遠 赤 外 線 放 射 体 の 含 有 量 が 多 く な り す ぎ る と 、 例 え ば 、 ワ

イ ン や 日 本 酒 等 の 飲 料 の 風 味 が 失 わ れ る 可 能 性 も あ り 、 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ 程 度 の 適 切 な 含 有

量 が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 成 分 の 蒸 発 を 促 進 さ せ る た め に 、 遠 赤 外 線 放 射 体 の 含 有

量 を 多 く す れ ば よ い が 、 例 え ば 遷 移 金 属 酸 化 物 と し て 、 酸 化 鉄 の 含 有 量 を 増 加 さ せ る と 、

陶 器 磁 器 の 融 点 が 降 下 し 、 陶 磁 器 容 器 の 作 製 が 難 し く な る 。 従 っ て 、 添 加 量 は 、 焼 成 時 に

陶 磁 器 容 器 の 形 成 に 必 要 な 焼 結 反 応 が お こ る 適 正 な 量 が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 陶 磁 器 製 容 器 に つ い て 、 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 成 分 の 蒸 発 を 制 御 す る 方 法 を 確 認

す る た め に 、 陶 磁 器 の 作 製 方 法 と し て 、 焼 締 め な ど に よ り 作 製 す る こ と が 望 ま し い が 、 前

記 の 遠 赤 外 線 放 射 体 を 釉 薬 と し て 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 陶 器 の 原 料 と し て 信 楽 焼 の 粘 土 を 用 い た 。 信 楽 粘 土 を 用 い た 焼 締 め （ 釉 薬 無 し ） 陶 器 の

組 成 は 表 １ の 通 り で あ る 。 こ の 粘 土 に 遠 赤 外 線 効 果 が あ る と さ れ て い る 酸 化 鉄 と 二 酸 化 マ

ン ガ ン を 添 加 し た 。 ま た 、 こ れ ま で 報 告 の な い 希 土 類 酸 化 物 に つ い て 、 酸 化 鉄 と の 複 合 添

加 に よ る 効 果 に つ い て も 検 討 す る こ と と し た 。 試 料 は 、 全 て 釉 薬 の な い 焼 締 め と し た 。 添

加 組 成 は 表 ２ の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 測 定 に は 、 日 本 金 属 化 学 （ 株 ） 社 製 「 高 感 度 ガ ス 分 析 装 置 」 ブ レ ス マ ス （ 呼 気 ガ ス 分 析

装 置 ） を 用 い た 。 測 定 方 法 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に 示 す よ う に 、 日 本 酒 （ 菩 提 元 純 米 酒 ） を

７ ｇ ～ １ ３ ｇ を 器 に 注 ぎ 、 ５ 分 か ら ２ ０ 分 間 ラ ッ プ に よ り 覆 い を し た 。 器 に 入 れ た 試 料 か

ら の ガ ス 採 取 は 、 ラ ッ プ に 注 射 針 を 刺 し 、 液 面 近 傍 よ り 、 ガ ス を 注 射 器 に 吸 引 し 、 ガ ス 分

析 を 行 っ た 。 大 気 中 の 空 気 に 含 有 す る ア ル ゴ ン （ ９ ， ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） を 基 準 と し て 規 格 化

す る た め に 、 測 定 雰 囲 気 の 空 気 （ そ の 場 空 気 ） の 測 定 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ２ 、 図 ３ に 、 各 添 加 物 陶 器 に 日 本 酒 を 注 入 し 、 ラ ッ プ し て ５ 分 間 置 い た 後 に 、 注 射 針

に よ り 採 取 し 、 測 定 し た 、 各 分 子 量 （ Measured Mass） に 対 し て の ガ ス 総 重 量 （ イ オ ン 電

流 ／ ア ル ゴ ン 電 流 ） を 示 す （ 測 定 温 度 ２ ６ ℃ ） 。 図 ４ ～ ６ に は 、 空 気 を 差 し 引 き 、 注 入 し

た 日 本 酒 の グ ラ ム 当 た り に 換 算 し た 、 各 添 加 物 陶 器 の 香 り ガ ス 量 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 ２ に は 、 水 （ 分 子 量 （ 以 下 略 ） １ ８ ） 、 窒 素 （ ２ ８ ） 、 酸 素 （ ３ ２ ） 、 ア セ ト ア ル デ

ヒ ド （ 又 は 二 酸 化 炭 素 ） （ ４ ４ ） 、 エ チ ル ア ル コ ー ル （ ４ ６ ） 、 図 ３ に は 、 イ ソ ア ミ ル ア

ル コ ー ル （ ５ ５ ） 、 カ プ リ ル 酸 エ チ ル （ ５ ７ ） 、 酢 酸 （ ６ ０ ） 、 酢 酸 イ ソ ア ミ ル （ ７ ０ ）

、 コ ハ ク 酸 （ ７ ４ ） 、 フ ル フ ラ ー ル （ ９ ６ ） 等 が 観 察 さ れ た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 日 本 酒 の 成 分 分 析 に 関 す る 報 告 は 数 多 く な さ れ て お り （ 例 え ば 、 小 川 治 雄 、 中 島 友 和 、

吉 原 伸 敏 、 大 橋 ゆ か 子 、 「 日 本 酒 の 成 分 分 析 」 、 東 京 学 芸 大 学 紀 要 、 自 然 科 学 系 、 2010、

p.23-31； 独 立 行 政 法 人 酒 類 総 合 研 究 所 、 「 清 酒 の に お い と そ の 由 来 に つ い て 」 、 2011；

磯 谷 敦 子 、 「 清 酒 の 熟 成 に 関 与 す る 香 気 成 分 」 、 生 物 工 学 、 2011、 p.720-723） 、 香 り 成

分 と し て 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド （ 木 香 様 臭 ） 、 エ チ ル ア ル コ ー ル （ ア ル コ ー ル 臭 ） 、 イ ソ ア

ミ ル ア ル コ ー ル （ ウ イ ス キ ー 臭 ） 、 カ プ リ ル 酸 エ チ ル ［ 洋 ナ シ 臭 （ 苦 味 ） ］ 、 酢 酸 、 酢 酸

イ ソ ア ミ ル ［ バ ナ ナ 臭 （ 甘 味 ） （ 吟 醸 香 ） ］ 、 コ ハ ク 酸 （ 旨 味 ） 、 フ ル フ ラ ー ル ［ （ 吟 醸

香 ） （ 大 吟 醸 酒 に 多 く 含 ま れ る ） ］ 、 カ プ ロ ン 酸 エ チ ル ［ リ ン ゴ 臭 （ 酸 味 ） （ 吟 醸 香 ） ］

が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ れ ら か ら 、 空 気 量 を 差 し 引 い た 香 り ガ ス に お い て 、 図 ４ で は 、 水 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド

、 エ チ ル ア ル コ ー ル 等 が プ ラ ス の 値 で 、 窒 素 （ ２ ０ ％ グ ラ ス を 除 く ） 、 酸 素 が マ イ ナ ス 値

で 観 測 さ れ た 。 こ の 窒 素 、 酸 素 の マ イ ナ ス 値 は 、 日 本 酒 を 注 入 し た グ ラ ス の そ れ ら の 値 よ

り 、 基 準 と し て 差 し 引 い た 空 気 中 の 窒 素 、 酸 素 の ほ う が 大 き い こ と を 示 し て い る 。 分 子 量

４ ４ に つ い て 二 酸 化 炭 素 の 可 能 性 も あ っ た が 、 空 気 量 を 差 し 引 い て プ ラ ス 値 と な っ た こ と

か ら 、 分 子 量 ４ ４ は 日 本 酒 か ら の ア セ ト ア ル デ ヒ ド と 解 釈 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 陶 器 の 成 分 に よ る 、 陶 器 か ら 蒸 発 し た 香 り ガ ス 成 分 の 違 い は 、 水 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 共

に 、 無 添 加 の 陶 器 （ 図 中 の 「 陶 器 」 ） よ り 添 加 物 を 含 む 陶 器 の 方 が 、 特 に 、 鉄 と マ ン ガ ン

と を 添 加 し た 陶 器 （ Ｃ １ ５ ） や 、 鉄 と 希 土 類 酸 化 物 と を 添 加 し た 陶 器 （ Ｄ １ ５ ） に お い て

多 く 蒸 発 し て い る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ５ に お い て も 、 日 本 酒 の 特 有 の 香 り で あ る 、 イ ソ ア ミ ル ア ル コ ー ル 、 カ プ リ ル 酸 エ チ

ル 、 酢 酸 イ ソ ア ミ ル 、 コ ハ ク 酸 、 フ ル フ ラ ー ル 等 が 約 ５ ． ５ × １ ０
－ ７

～ ４ ． ５ × １ ０
－

６
程 度 の 濃 度 で 観 察 さ れ 、 １ ０ ％ 添 加 陶 器 （ Ａ １ ０ ） を 除 き 、 無 添 加 陶 器 よ り 、 添 加 物 の

多 い 陶 器 の 方 が 、 多 く 蒸 発 し て い る こ と が わ か る 。 従 っ て 、 陶 器 へ の 鉄 や マ ン ガ ン 酸 化 物

、 希 土 類 酸 化 物 な ど の 添 加 物 が 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進 す る 効 果 が あ る こ と が 判

明 し た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 添 加 量 の 違 い に つ い て は 、 分 子 量 に よ り 、 蒸 発 し た 香 り 量 が 異 な る た め に 、 一 様 に は 結

論 づ け ら れ な い が 、 お お む ね 鉄 と マ ン ガ ン や 希 土 類 酸 化 物 と の 混 合 添 加 物 の 陶 器 （ Ｃ １ ５

， Ｄ １ ５ ） の 方 が 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進 す る 傾 向 が あ る こ と が わ か る 。 図 ６ に

お い て 、 ガ ス の 分 子 量 が 大 き く な る と 、 ガ ス 濃 度 は 低 分 子 量 の ガ ス に 比 較 し て 減 少 す る 傾

向 が あ り 、 添 加 物 の 違 い に よ る 香 り 成 分 へ の 影 響 の 判 断 は 難 し く な る 傾 向 に あ る 。 し か し

、 日 本 酒 に 特 徴 的 な カ プ リ ル 酸 エ チ ル 、 カ プ ロ ン 酸 エ チ ル の 香 り 成 分 に つ い て 着 目 す る と

、 添 加 物 陶 器 の ほ う が 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進 す る 傾 向 が あ る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 、 各 添 加 物 陶 器 に 日 本 酒 を 注 入 し 、 ラ ッ プ し て ２ ０ 分 間 置 い た 後 に 、 注 射 針 に よ り

採 取 し 、 各 分 子 量 に 対 し て の ガ ス 総 重 量 を 測 定 し た 。 そ の 測 定 値 か ら 空 気 を 差 し 引 き 、 注

入 し た 日 本 酒 の グ ラ ム 当 た り に 換 算 し た 、 添 加 物 陶 器 の 香 り ガ ス 量 を 、 図 ７ 、 図 ８ に 示 す

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ７ に お い て も 、 日 本 酒 の 特 有 の 香 り で あ る 、 イ ソ ア ミ ル ア ル コ ー ル 、 カ プ リ ル 酸 エ チ

ル 、 酢 酸 イ ソ ア ミ ル 、 コ ハ ク 酸 、 フ ル フ ラ ー ル 等 が 約 １ ． ０ × １ ０
－ ６

～ １ ． ０ × １ ０
－

５
程 度 の 濃 度 で あ り 、 ５ 分 経 過 し た 時 の 値 （ 図 ５ 参 照 ） に 比 べ 約 １ 桁 程 度 の ガ ス 濃 度 の 増
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加 が 観 察 さ れ 、 い ず れ も 、 鉄 と マ ン ガ ン や 希 土 類 酸 化 物 と の 混 合 添 加 物 の 陶 器 （ Ｃ １ ５ ，

Ｄ １ ５ ） の 方 が 、 多 く 蒸 発 し て い る こ と が わ か る 。 従 っ て 、 陶 器 へ の 鉄 と マ ン ガ ン や 希 土

類 酸 化 物 な ど の 複 合 添 加 が 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進 し て い る 効 果 が あ る こ と が 判

明 し た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ８ に お い て 、 ガ ス の 分 子 量 が 大 き く な る と 、 ガ ス 濃 度 が こ れ ま で の 低 分 子 量 の ガ ス に

比 較 し て 減 少 す る 傾 向 が あ り 、 こ れ ま で と 同 様 に 、 添 加 量 の 違 い に よ る 香 り 成 分 へ の 影 響

の 判 断 は 難 し く な る 傾 向 に あ る が 、 日 本 酒 に 特 徴 的 な カ プ リ ル 酸 エ チ ル 、 カ プ ロ ン 酸 エ チ

ル の 香 り 成 分 に つ い て 着 目 す る と 、 添 加 物 陶 器 の ほ う が 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進

す る 傾 向 が あ る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の よ う に 、 こ れ ま で 陶 磁 器 製 容 器 の 形 状 な ど に よ り 、 飲 み 物 の 香 り や 味 わ い が 異 な る

と さ れ て き た が 、 本 発 明 に よ り 、 遠 赤 外 線 放 射 体 と し て の 遷 移 金 属 酸 化 物 （ 酸 化 鉄 、 酸 化

マ ン ガ ン 、 酸 化 ク ロ ム 等 ） や 、 有 色 化 の た め の ネ オ ジ ウ ム 酸 化 物 等 の 希 土 類 酸 化 物 を 添 加

し た 陶 磁 器 は 、 市 販 の 無 添 加 陶 磁 器 に 比 較 し て 、 日 本 酒 の 香 り 成 分 の 蒸 発 を 促 進 す る 画 期

的 な 効 果 が あ る こ と が 判 明 し 、 そ の 他 の ワ イ ン 、 焼 酎 、 コ ー ヒ ー 、 ソ フ ト ド リ ン ク 、 酢 、

醤 油 な ど の 風 味 や 味 を 変 化 さ せ る 可 能 性 が あ る と 期 待 さ れ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 は 、 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ た 液 体 成 分 の 蒸 発 を 段 階 的 に 制 御 で き る こ と を 示 唆

し た も の で あ り 、 産 業 上 の 応 用 は 多 大 で あ る 。 陶 磁 器 製 容 器 に 収 容 さ れ る 液 体 と し て 、 本

実 施 例 で 取 り 上 げ た 日 本 酒 を 初 め 、 ワ イ ン 、 焼 酎 、 コ ー ヒ ー 、 ソ フ ト ド リ ン ク 等 の 飲 み 物

か ら 、 酢 、 醤 油 に つ い て 、 風 味 や 味 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 本

発 明 に 係 る 陶 磁 器 製 容 器 に つ い て 、 ソ ム リ エ に お 願 い し 、 渋 み や 酸 味 の 強 い ワ イ ン を 試 飲

し た 処 、 香 り が 鮮 や か に な り 、 渋 さ や 酸 味 を わ ず か に 感 じ る よ う に な り 、 結 果 的 に ワ イ ン

が ま ろ や か に 感 じ る よ う に な っ た と コ メ ン ト さ れ た 。 ま た 、 香 り が 豊 か に な る コ ー ヒ ー カ

ッ プ と し て 、 酸 っ ぱ さ を あ ま り 感 じ な い 飲 む 酢 な ど の 容 器 と し て 適 切 な 使 途 と な る で あ ろ

う 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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